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基本情報

会社名

創業

設立

売上高

従業員

᷊ḻ᷄Ḅᴻḳ

1979

1982 1

194 +ⱦ 2֩025 ֪

285 5֩59  ֪ăׇׂׄׄ3 31

ḀḫḨᴲḷᶹḻᴲḙḁḇḅᴻḁᴲ ᶍ ֩ ᶍSPA֪

᷊ḻ᷄Ḅᴻḳᴲ Ḟḱḻḑᶍ ᶱ ᶊ175

SƎt.Cousair Inc.( )

ブランド

事業内容

関連会社

╢ ֩ ╢ ᶒḙᴻḐḇᶹḦᴻᶱ ᶞᴲ ᵪᶨᶍ

╢ᶎ ᵣᶅᵩᶩᶝᵸᴳ֪ᶎᴲ ᶍ ╢ᶱ֪֩ ᶆ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ



᷈ᴻḥḴᴻḐḁḵᴻ᷁ḻ
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経営理念

企業目的│Core Purpose

ù ᵾᶀᶎᴲ ᵶᵣ ☺ ᶊᶧᶩᴲ ᴴ ᴴ ╥ ᴴḙᴻḐḒᴻᴴ ᶒ ╓ ᶊ ᵴᶫᶪ ᶉ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ

ù ᵾᶀᶎᴲ ᵣᶍ┴ᵣᶱ ᶠ ᵥᴲ ᵪᶉ ᵶᵾ ᶍ ᶱטּ ᵶᴲ ᶍᶧᵣ ᵶᵣ ᶍ ᶊ ᵶᶝᵸᴳ

ù ᵾᶀᶎᴲ ᶍ ·ᶊᴲᵩᵣᵶᵮ ᶆ ᶉ ᶱḘḲḭᴻᶱᶡᶂᶅ ∏ᵶᴲ ᵪᶉ ᶇ ᶨᵶᶱ ᵶᶟ ᶇᴲ ᶇ ᵫ ᵣᶃᶉᵫᶪᵲᶇᶍᶆᵬᶪ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ

サンクゼールの大切にする価値観│Core Values

ù ᶆᵡᶪᵲᶇᴳ

ù ל ᶱ ᶊᵸᶪᵲᶇᴳ ᶱ ᵶᴲ ᶱᵶᶉᵣ ᵣ ᶆᴲ ᶊᵶᶅᶡᶨᵣᵾᵣᵲᶇᶱᶝᵹ ᶊᵸᶪ ᶱ ᶊᵸᶪᴳ

ù ᵴᶇ ᵴᶱᶡᶂᶅ ᵶ ᵰᶪᵲᶇᴳ

ù ᵣᶊ ᶍ ᶀᶱᶡᶂᶅᴲḉᴻḨḷᴻ᷄ᶱ ᵸᶪᵲᶇᴳ

ù ≥ ᶱ ᶌᴲ ᶊ ╗ᶱ ᵶᴲ ᵧᵹ ᵾᶉ ᶱ ᶂᶅᵣᶪᵲᶇᴳ
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事業モデル

全国各地の優れた逸品を探し出し、様々なチャネルを通じて販売していくSPA事業を展開。

お客様の

フィードバックを

直接取得

お客様

店舗
（直営・FC）

サンクゼールSPAモデル

顧客ニーズに寄り添う厳選された商品を、お客様へ提供

お客様の

フィードバックを

直接取得

EC グローバルホールセール

作り手を巻き込んだ双方向の商品開発

自社工場 （長野県飯綱町・信濃町） 自社工場 （米国オレゴン州）

自社畑

契約農家

日本全国500 社を超える

こだわりの作り手
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ブランド紹介│国内

サンクゼール

Country Comfort 田舎の豊かさ、心地よさ

ワインやジャム、パスタソース等を製造販売するメーカーズ

ブランドです。原点は、創業者夫妻が営んでいた

ペンションで手作りしたりんごジャム。長野県北信州から、

食卓を彩るこだわり商品をお届けします。

久世福商店

日本のうまいものセレクトショップ

創業者の父で、食品卸問屋を営んでいた久世福松氏が

ブランド名の語源です。日本全国の作り手によって生まれた

うまいもの、その一つひとつに新たな価値を加え、

唯一無二の「うまいもの」を取り揃えます。

旅する久世福e商店

いつもの食卓に、ハレの日を。

久世福商店の目利きの店が集う産直型のオンライン

ショップです。全国各地でこだわりの逸品を生産している

390 店舗が軒を連ね、出店者から直送で日本の

“おいしいもの”をお届けしています。
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ブランド紹介│海外

KUZE FUKU & SONS

Premium Japan Brand

当社グループ米国子会社 St.Cousair Inc. で作った

商品を、グローバル展開するために誕生したブランドです。

St.Cousair Inc. のドリンクベースやジャムのほか

日本から輸入する自社商品、仕入れ商品を取り扱っています。

Portlandia Foods

Healthy. Happy. Together.

米国メインストリームの食品ブランドです。

オーガニック認証を得たケチャップやホットソース等の

加工食品を取り扱い、健康志向が広がる米国マーケットで

高い支持を得ています。

Bonnie’s Jams

DISCOVER the TASTE of FRUIT

フルーツジャムやゼリーなどの加工食品を取り扱っています。

砂糖や添加物を極力使わず、素材本来の味わいを

際立たせる製造方法や、チーズとのペアリングに最適な

フレーバーが多いのが特徴です。

KELLY’S JELLY

THE PERFECT COMPLEMENT

ペッパーゼリーやフルーツスプレッド等を扱う

ブランドです。地元産の高品質な原材料を使用し、

様々な料理とのペアリングを提供するプレミアムな

商品群が魅力です。
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ḣᴻḳḃᴻḳ ☺ EC FC ᷅ḵᴻḘḳ

沿革

創業後、１０年周期で新たな挑戦を行い、そのたびに販路の拡大・売上成長を実現。外部環境に合わせて事業変遷を繰り返し、その都度、新たな販路を獲得。

֩ ∞ֹ+ⱦ֪

1979

ホールセール

事業開始

1999

直営第1号店

オープン

2000 ～

サンクゼール

全国展開

2013

久世福商店開始

FC展開加速

2017

米国進出

海外事業開始

2020

旅する

久世福e商店

2022

グロース市場への

IPO

194
+ⱦ

 売上高の推移
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ホールセール

13.6%

EC

6.3%

グローバル

10.6%

店舗

（直営・FC）

69.5%

収益構造

4つのチャネルによる商品販売戦略により、収益を獲得。

■ 店舗 （直営・FC）

 2025 年３月期グループ売上構成比 69.5 %

施設年商150 - 500 億円の商業施設を中心に、「サンクゼール」、「久世福商店」を出店。

■ グローバル

 2025 年３月期グループ売上構成比 10.6 %

製造販売機能を持つ米国子会社St.Cousair,Inc. を中心に各国の小売企業が

主要顧客であり、当社ブランド商品のほか、事業譲受したPortlandia Foods 、

Bonnie’s Jams、KELLY’S JELLYの商品を製造・販売。

■ ホールセール

 2025 年３月期グループ売上構成比 13.6 %

スーパーマーケットを展開する小売企業が主要顧客であり、当社ブランド商品の

販売、他社ブランドのOEM 製造を展開。自社小売チャネル（店舗・EC）を通じて

得られた消費者ニーズに基づいて、商品を素早く開発、提案。

2025 年3月期

売上高

19,467
百万円

■ EC

 2025 年３月期グループ売上構成比 6.3 %

自社ブランド商品を販売する「自社ブランドEC」と、全国の生産者が出店する

マーケットプレイス「旅する久世福e商店」を展開。

● 自社ブランドEC …… 公式オンラインショップ、楽天市場店

● 旅する久世福e商店の仕組み

全国の生産者

お客様

旅する久世福e商店

❶ オンライン注文

❷ 支払決済 ❹ 生産者から直送

❸ 受注

❹ 販売手数料控除後、支払
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業界環境

日本の人口減少が進む中、加工食品への支出額は長期で上昇トレンド。

また、品目別食料支出の構成割合の変化では、加工食品のうち、当社主力商品が属する「調理食品」、「油脂・調味料」、「菓子類」、「飲料」の割合が増加する見込み。
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国内食料支出（総額）の推移（※1） 品目別食料支出割合（全世帯）の将来設計

ă֪֩׃ 2015 ᶱ100 ᶇᵶᵾ ᶍᵼᶍ ᶍ ᶍ ᶒ
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食品ECの日本における市場環境

コロナ禍を経て、食品ECの市場環境が拡大中。

食品のEC化率は、持続的に上昇しているものの、物販系分野の平均と比べるとEC化率は低く、上昇余地があると推測。
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ECּ֩ט ∞ֹ+ⱦ֪ ֩ ∞ֹð֪

ᵊ ᵋ ᵆ ╥ ᵇ

2023

(+ⱦ) ECּט %֪֩

ᴲ╦ ᴲ 29,299 4.29%

קּ AƎV PƎCᴴ 26,838 42.88%

ᴲ☿ ᴲּו ḅḝḐ 18,867 53.45%

טּ ᴲ═ 9,709 8.57%

ᴲּק ᴲᶹḻḎḲᶷ 24,721 31.54%

┤ ᴴ 26,721 22.88%

ᴲ ᴲḙᴻḌ 3,223 3.64%

ᵼᶍ 7,391 1.91%

合計 146,760 9.38%

ᵊ ᵋ ᵆ ╥ ᵇ

食品（飲料、酒類含む）のB to C -市場環境とEC化率の推移 物販系分野のB to C -市場規模とEC化率の推移
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特徴・強み

❶ 食のSPAモデル

❷ 国内事業とグローバル事業の両立

❸ 自社開発システムにより最適化されたオペレーション



ᴴ ᶞӡ

ṵְְׇׂׄׄᴂᴨם׀ᴣᴩᴧᴑᴚᴦְש־׀׳םᴃ֯מ

ᴴ ᶞ Appendix

17

食のSPAモデル

全国各地の優れた逸品を探し出し、様々なチャネルを通じて販売していくSPA事業を展開。

お客様の

フィードバックを

直接取得

お客様

店舗
（直営・FC）

サンクゼールSPAモデル

顧客ニーズに寄り添う厳選された商品を、お客様へ提供

お客様の

フィードバックを

直接取得

EC グローバルホールセール

作り手を巻き込んだ双方向の商品開発

自社工場 （長野県飯綱町・信濃町） 自社工場 （米国オレゴン州）

自社畑

契約農家

日本全国500 社を超える

こだわりの作り手
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食のSPAモデル

ᶊ ᵸᶪ ᴲ ᶒ ᶍḕḋḐḷᴻ᷄ᶱ ᵸᶪᵲᶇᶆᴲ

ḓᴻḂᶊ ᵶᵾ ᶍḁḜᴻḏᶸᴻᶉ ᶇ ᵫּס ᴳ
日米の自社工場及び協力ネットワーク │

〈 国内工場 〉

ᶊᵡᶪ ᶍᶚᵪᴲ

15 ᶍ ᶱ ᵶᶅᴲ᷊ḻ᷄ḄᴻḳḞḱḻḑ ᶒ

Ḟḱḻḑᶍ╗ ᶱ ᴳ

〈 米国工場 〉

2017 ᶊ ᶿḴ᷉ḻ ᶍ נּ ᶱ ᴳ

᷅ḵᴻḘḳḞḱḻḑᶇᵶᶅ ᵶᶅᵣᶪ ᶍ

ᶒ ᶱ ᵥᴳ4つの販売チャネル
（店舗・EC・ホールセール・グローバル）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

お客様

日本全国

500 社を超える

こだわりの作り手

自社畑・契約農家

日本工場 米国工場

サンクゼールSPAモデル
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食のSPAモデル

ᵆ᷊ḻ᷄Ḅᴻḳᵇᶆ ᶂᵾ ֩ă֪׃ Ḫḏḳᶱ ᶗᶇ ᴳ

ᵲᵿᶮᶩᶱ ᶂᵾ ᶍ 500 ᶇḕḋḐḷᴻ᷄ᶱ ᴳ全国各地の生産者ネットワーク │

4つの販売チャネル
（店舗・EC・ホールセール・グローバル）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

お客様

日本全国

500 社を超える

こだわりの作り手

自社畑・契約農家

日本工場 米国工場

サンクゼールSPAモデル

■ 日本全国５００社を超えるこだわりの作り手

ḘᶹḬᴻᵫ ᶱ ᵶᴲ ᶍ ᶣ ᶩ ᶍ ᶱ ᴳ

ᵼᵥᵶᶅ ᶩ ᶱ ᵬ ᶞᶉᵫᶨᴲ ᶍ ᶱ ᴳ

ă֪֩׃ ╓ᶆ ᵴᶫᵾ ᶣ᷊ᴻḛḁᶱᴲ ╓ ֩ ᶍ ╓ᶣ ֪ᶊ ᵰᶅ ᴴ ᵸᶪᵲᶇᴳ ╓ ᶍ ᶣטּ ᶍ ᶉ ᶍ╗ᶃᴳ
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食のSPAモデル

ᶅᶍ᷊ḟḱᶹḬᴻᶱ ᶊ ᴲ ·ᶍ ᶱ ᶊ ᵶᴲ

ᶣ ᶍ ᶊᵡᶪḁḐᴻḲᴻᶇᵩ ḓᴻḂᶱᵸᶩ ᶮᵺᶅ ᴳטּ
500 社を超えるサプライヤーとの価値共創モデル │

サプライヤーネットワーク

ᶍ ᶒ ᶍ ᶟ

᷊ḟḱᶹḬᴻḕḋḐḷᴻ᷄ᶱ ᵶᶉᵫᶨᴲ

ᵩ ḓᴻḂᶱ ᵮ ᶊᶃᶉᵱᶪᴳ

❶

ᶆ ᶨᶫᵾᵩ ᶍḓᴻḂᶱ

ᶊᴲ ᶉḘḋ᷄᷅ḱᶻḻḑᶱ ᶃ

╢ᵫ ᴴ ᶱ ᴳ

❷

商品化

ᶩ ᶍᵲᵿᶮᶩᶇᵩ ḓᴻḂᶱ

ᶩ ᶮᵺᶅ ᴳטּ

ḱḡḳḏ᷾ᶹḻᶡ ╗ᶍ ᶱ ᴳ

開発・テスト

❸

4つの販売チャネル
（店舗・EC・ホールセール・グローバル）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

お客様

日本全国

500 社を超える

こだわりの作り手

自社畑・契約農家

日本工場 米国工場

サンクゼールSPAモデル
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食のSPAモデル

☺ ֩ᶿᴻḒᴻḝḱḻḉḫᶹḂ ֺăּ׃ɵ ᶟ֪ ᶒᴲ

ḝḱḻḉḫᶹḂḉᶼᴻḻֺăּׄ ᶊᶅ ᴳ

■ 直営・FC店舗数割合

FC

23%

直営

77%

FC

70%

直営

30%

2014 年5月末 2025 年3月末

ă֪֩׃ ◖☺ ᶍᶞᶱ ᶊ≠ ᵸᶪ

ă֪֩ׄ נּ ᶇ ᵸᶪḙᴻḐḒᴻ᷿ḋḟ ᶊ ᶄᵬᴲ ᶒ ḁḇḋḝᶍ

ᶱ ᶟ ◖☺ᶊ ᶮᶪ ᶅᶍ FɵCּנ ᶍ ᶊᶧᶩ◖☺ᵸᶪ

開発

ᵽ

仕入

ᵽ

製造

ᵽ

卸

ᵽ

販売

■ 当社バリューチェーンの特徴

一般的な食品の

バリューチェーン

原料サプライヤー

食品メーカー

食品問屋・商社

小売店

調達

調達

調達

原料サプライヤー

自社工場 500 社超えの

サプライヤー

調達

当社のバリューチェーン

当社

調達

ᶎ ᶊ ᴳּבᶇᶉᶪ שׁ ᶱ ᵴᶉᵣᵾᶠᴲ

ᶧᶩ ♬ ᶍ ᵣ ᵫ סּ ᴳ

調達

╓ᶍ ᶇ ᵸᶪᵲᶇᶆ FƎC ᶍ סּ ᵫ ᴳᶝᵾ FƎCḙᴻḐḒᴻ

ᵫ ♬ᶱ ᶣᵸᵣ ᵣ ♬ ᶍ ᶱ ᵸᶪᵲᶇᶆᴲ ≥ ᶱ ᴳ
FC業態を展開する各地域の有力企業との協業 │

4つの販売チャネル
（店舗・EC・ホールセール・グローバル）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

お客様

日本全国

500 社を超える

こだわりの作り手

自社畑・契約農家

日本工場 米国工場

サンクゼールSPAモデル
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食のSPAモデル

C֩ ֪ ᵰᶍᵆ ☺ᴴFCᵇEᴂCᵇ BƎ֩ ֪ ᵰᶍᵆḣᴻḳḃᴻḳᵇ

ᵆ᷅ḵᴻḘḳᵇᶇ ᶉ ᶱ ᶊᶃᶉᵱᶪᵲᶇᶆᴲ ᶞ ᵴᶫᶪ ᴳוֹ
多様な販路を組み合わせた相互マーケティング │

ホールセール

直営・FC

グローバル

EC

安定成長事業 重点成長事業

● 「開発・製造・販売」サイクルのスピードアップ ● より多くの国への販路拡大

● 地方を中心とした継続出店

● ギフトの拡大

● デジタルマーケティング

● ユーザー数の拡大 ● ギフトの拡大

2025 年３月期 13.6 % / 総売上 2025 年３月期 10.6 % / 総売上

2025 年３月期 69.5 % / 総売上 2025 年３月期 6.3 % / 総売上

OMO マーケティング

商品提案

● 会員アプリ

● 顧客データベース

マネジメント（CRM）

● FBCプログラム

EHCᶆ ᶨᶫᵾ

ḐḴḻḑᶱ ᶊᴲ

ᴴ᷅ḵᴻḘḳᶍבּ ᶊ

ᵶᶅ ∏ᶱ ᵥᴳ

B
ｔo

B

B
ｔo

C

4つの販売チャネル
（店舗・EC・ホールセール・グローバル）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

お客様

日本全国

500 社を超える

こだわりの作り手

自社畑・契約農家

日本工場 米国工場

サンクゼールSPAモデル



ᴴ ᶞӡ

ṵְְׇׂׄׄᴂᴨם׀ᴣᴩᴧᴑᴚᴦְש־׀׳םᴃ֯מ

ᴴ ᶞ Appendix

23

食のSPAモデル

ᵩ ᶍḓᴻḂᶱ ᶊ №ᵸᶪᵾᶠᴲ ·ᶉ ᶱ ᵣᶉᵫᶨḝᶸᴻḐḘḋ᷄ᶱ ᴳ

ᶣ᷊ᴻḛḁ ᶍᵾᶠᴲḦᴻ᷆Ḏᶸḻ᷅ᶱ ᴳטּ
お客様からのフィードバックの取得 │

ファン顧客

一般顧客

潜在顧客

リピート購買

トライアル購買

アプリ総会員数

74 万人
※2025年5月現在

〔 アプリ会員 お客様イメージ図 〕

■ N1分析

■ ショッパー分析 

■ Fan - Based Community Program  （FBCプログラム）

ᶷḟḲ ╢ᶍᵥᶀᴲḟḵ᷅ḱḨᶗᶍ ᶱנּ ᵴᶫᵾ2,200 ᶍFBCḟḵ᷅ḱḨ ╢ᶱ

ᶊᴲᶹḻḇḛḭᴻᶣᶷḻ᷆ᴻḐᶱ ᴴᵩ ᶍ ḓᴻḂᶍ №ᶊ ᶩ ᶟᴳ

ᶑᶇᶩᶍᵩ ᶇᶍ ᶉᶹḻḇḛḭᴻᶊᶧᶪ ᶒ ᴳ

ᵩ ᶍ ᶍ ᶣ ᶍ ᴳ

4つの販売チャネル
（店舗・EC・ホールセール・グローバル）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

お客様

日本全国

500 社を超える

こだわりの作り手

自社畑・契約農家

日本工場 米国工場

サンクゼールSPAモデル
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国内事業とグローバル事業の両立

国内外それぞれで事業ポートフォリオを拡充することで高いPMF （※）を実現し、外部環境の変化にも柔軟に対応できる事業活動を確立。

※Product Market Fitの略称。提供しているサービスや商品が、顧客の課題を解決できる適切な市場で受け入れられている状態を指す。

〔 国内事業 〕 〔 グローバル事業 〕

国内事業で

円を獲得

グローバル事業で

外貨を獲得
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自社開発システムにより最適化されたオペレーション

在庫管理システム 自社POS連動型 ERPシステム 旅する久世福e商店・自社公式ECサイト

2014

1,500 ᶱ ᵧᶪ ᶍ ḵḋḐᴴ

ᶱ ᵸᶪ ᷿ḁḎḨ

ᶿḢḴᴻ᷿ḯḻ ᶍᵾᶠᶍטּ

POS᷿ḁḎḨ

Ḧᴻ᷆ḋḐḟḴᶹḁEC᷿ḁḎḨ

ᵆ ᵸᶪ e ᵇᶍ

会員制アプリ、会員顧客データ分析システム ECメッセージカードサービス

EC᷊ᶹḐᶆ ᵸᶪ᷃ḝḐᶊᶿḲḀḒḳ

ḩḋḃᴻḀ᷀ᴻḑᶱ ᴴ ᶆᵬᶪ᷿ḁḎḨ

ᵩ לּ ᶱ ᶇᵶᵾ

╢ ḏᴻḇ ᷿ḁḎḨ

自社セルフレジ

2015 2020 - 21

2021 2022 2024

ᵩ ᶍḴḀ ᶀ ᶇ

ḁḇḋḝᶍ ᶍטּ
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● 食のSPAプラットフォームの確立

Å ᶍ ᶫḕḋḐḷᴻ᷄ᶱ ᵶᵾ

Å ḐḴḻḑᶱ ᵶᵾ

Å ᶉ ḉḫḕḳᶇḞḱḻḑּט

● 海外収益基盤の構築

● 久世福商店のプラットフォーム化

● IT開発基盤の構築

成長イメージ

ビジネス確立期 成長加速期 グローバルグルメブランドのポートフォリオ拡充期

新事業

海外

ホールセール

EC

直営・FC

● 顧客ロイヤルティの向上

● 生産・供給能力の拡大

● 米国事業の成長

● アジア・その他エリアの成長

● 国内外でのM&A によるブランドポートフォリオの拡充

● クリエイティブ・グルメカンパニーの構築 

現在
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重要な経営指標

当社グループは、提供する商品及びサービスに対するお客様の支持の大きさが、将来の企業価値向上に資すると考える。お客様の支持は、これらの提供に必要な営業費用を上回って

獲得することができる利益の額によって判断できるため、当社グループは営業利益及び売上高営業利益率を重要指標とし、売上高営業利益率10% を目標とする。

69.9

98
107.6 110.9 108.5

141.6

178.6
191.6 194.6

207.1

0

50

100
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200

250

17/3

ֺăּ׃

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

( )

3.7

1.4
1

1.6

3.9

9.3
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6.7

4.3 4.4

0
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17/3

ֺăּ׃
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( )

ù ᶍ ♬
ù ᶍḁ᷄ḱḋḟᴴᶷḻḑᴴḛḳḑ

ù ᶀ ᵱ ᶊᵩᵰᶪ

ᶍ ᵧᴲנᶊּנּ ᶍ

ᶆᵡᶂᵾᵲᶇᶆ 1Ǝ8/3 ᵪᶨ

20/3 ᶊᵪᵰᶅ ᵫ ᴳ

ù ּטᴲ ᶒ

ᶍ ᶇᶇᶡᶊ 2Ǝ1/3 ᶍ

ᶎ ᵬᵮ ᴳ

֩ ∞ֹ+ⱦ֪ ֩ ∞ֹð֪

連結売上高 連結営業利益率

ă֪֩׃ 17/3 ᶎ ᶊᶧᶩ 2Ǝ016/6/1 ᵪ 2ʝ017/3/31 ᶝᶆᶍ10᷀ ᶇᶉᶂᶅᵩᶩᶝᵸᴳă֪֩ׄ ֩ ֪᷊ḻ᷄ḄᴻḳᴲSt.Cousair Inc. ᴲ֩ ֪ ᶍ3 ᶱ ∫ᶊ ᶠᶅᵩᶩᶝᵸᴳ
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中長期的に目指す姿

“ クリエイティブ・グルメカンパニーの構築 ”

国内事業

お客様のロイヤルティが高まり、ロイヤル顧客の数・売上構成比が向上

している。

協力工場や商品生産者とデジタルサプライチェーンシステムで連携

されており、生産状況の可視化と効率的な供給体制が実現されている。

複数のM&A により、食のSPAモデルが更に強化されている。

グローバル事業

米国において、プレミアム日本食ブランドとして独自のポジションを

確立し、十分に認知されている。

その他地域（台湾・韓国・オーストラリア・中国・その他）においてプレミアム日本食

ブランドとして独自のポジションを確立し、十分に認知されている。

M&A により複数のブランドを傘下に持ち、ブランドポートフォリオが

構築されている。
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お客様のロイヤルティが高まり、ロイヤル顧客の数・売上構成比が向上している。

協力工場や商品生産者とデジタルサプライチェーンシステムで連携されており、

生産状況の可視化と効率的な供給体制が実現されている。

2024 年10月に「MeKEL  長野若里店」を閉店。MeKEL 事業は次なる戦略を模索中であり、

優先順位を下げて対応予定。

複数のM&A により、食のSPAモデルが更に強化されている。

米国において、プレミアム日本食ブランドとして独自のポジションを確立し、

十分に認知されている。

その他地域（台湾・韓国・中国・その他）において、プレミアム日本食ブランドとして

独自のポジションを確立し、十分に認知されている。

M&A により複数のブランドを傘下に持ち、ブランドポートフォリオが構築されている。

国
内
事
業

お客様のロイヤルティが高まり、ロイヤル顧客の数・売上構成比が向上している。

国内の協力工場や商品生産者とデジタルサプライチェーンシステムで連携

されており、生産状況の可視化と効率的な供給体制が実現されている。

新業態「MeKEL （メケル）」が「サンクゼール」、「久世福商店」に続く国内事業に

置ける第3の柱として確立している。

複数のM&A により、食のSPAモデルが更に強化されている。

グ
ロ
ー
バ
ル
事
業

米国において、プレミアム日本食ブランドとして独自のポジションを確立し、

十分に認知されている。

アジア地域（台湾・韓国・中国・その他）において、プレミアム日本食ブランドと

して独自のポジションを確立し、十分に認知されている。

M&A により複数のブランドを傘下に持ち、ブランドポートフォリオが構築

されている。

中長期に目指す姿のアップデート

前回発表資料内の成長イメージと、今回発表資料における「中長期で目指す姿」の対応関係は以下の通り。各前略の具体化を図るとともに、国内事業戦略の1つを見直し。

❶

❷

❸

❹

❼

❺

❻

❶

❷

❸

❻

❹

❺

前回発表資料（2024 年4月）での中期成長イメージ アップデート



ṵְְׇׂׄׄᴂᴨם׀ᴣᴩᴧᴑᴚᴦְש־׀׳םᴃ֯מ

Appendixᴴ ᶞ

31

国内事業│中長期に目指す姿

中長期的に目指す姿

お客様のロイヤルティが高まり、ロイヤル顧客の数・売上構成比が向上している。

協力工場や商品生産者とデジタルサプライチェーンシステムで連携されており、生産状況の可視化と

効率的な供給体制が実現されている。

❶

❸

❷

複数のM&A により、食のSPAモデルが更に強化されている。

中長期的に目指す姿 注力する分野

❶ お客様ロイヤルティの向上

ù ּלּנ ᶍ

ù ᵩ ᶍ

ù ᶍ טּ

ù ᶿḨḓḉḫḕḳᶍ טּ

ă ᶍᵆᵩ ḵᶹḬḳḎᶸᶍ ᵇᶇᵶᶅ ᵸᶪ ᵆFan - Based Community Program F֩BCḟḵ᷅ḱḨ֪ᶍ ᵇ ᴲᵆᵩטּ ᶱ ᶠᶪᵾᶠ

ᶍN1 ᴲ᷿ḯḋḙᴻ ᶍ ᶊbᶃᵣᶅᶎᴲḦᴻ᷆Ḏᶸḻ᷅ ᶍᵾᶠᶍטּ ᵫ ᵣᴲ ∙ ᶎ ᵸᶪḝᶼᴻḂᶊ┌ ᴳᵼᶍᵾᶠᴲ ᵸᶪ ᵪᶨᶎ

ᵬᴲ ᵶᶅ ᶩ ᶟ ᴳ

❷ 製造工場の強化及び生産状況の見える可
ù ᶍ ᴲטּ ᶍ

ù ᶍ ᶍ ᵧᶪּט D֩X֪

❸ 複数のM&A による食のSPAモデルの強化 ù M&A ᶊᶧᶪḞḱḻḑḥᴻḐḝᶾḲᶿᶍ ᶇ ᶍSPA טּ



 -  ̜ ᶊ ᵸ ӡ
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お客様ロイヤルティ向上施策のアップデート

前回発表資料内「その他の顧客ロイヤルティ向上施策」に記載した2025 年3期の「次の成長への基盤形成」に関する取組みの進捗と、

2026 年３月期以降「成長基盤の進化期」の取組みについては以下のとおり。

次の成長への基盤形成（2025 年３月期） 成長基盤の進化期（2026 年３月期～）

開発

ù ḓᴻḂᶊ ᶄᵮ ≤Ḏ᷉Ḳᶱ᷀טּ ᵶᵾ

ù ᴲ ᶍ ᴳᵩ לּ

ù ḱḤ ᶊטּ ᵥ ᶆᶍ

ù ᵩᵣᵶᵴᶍ

製造
ù ᶍ ᵶᶊᶧᶪ᷈ḁḐḈᶻḻ

ù ᶍ ᶊᶧᶩᴲᵩ ᵣ ᶠ⌐ᵣּל ᶍ ᶍ

᷈ḁḐ ֩ ᴲ לּ ֪

販売

ù ᵩ ḟḵ᷅ḱḨᶍ

ù ḃḳḝḴḀᶍ

ù ᶩ ᴴ ᶩᶍ

ù ּט

ù ᷃ḝḐ טּ

ù ᶿḨḓḉḫḕḳᶍ טּ
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お客様ロイヤルティの向上

お客様のロイヤルティを高める施策のうち、注力する以下の戦略を推進することで、イヤル顧客数を2028 年度までに現在の3倍に増加。

既存店の収益拡大を図る。

2.3

4.7

6. 7 

0

5

10

15

20

23/3 24/3 25/3 26/3 27/3 28/3

商品付加価値の向上

出店戦略の強化

オムニチャネルの最大化

お客様満足度の向上

֩ ∞ֹ ֪

 ロイヤル顧客数の推移とKPI

お客様のロイヤルティが高まり、

ロイヤル顧客の数・売上構成比が

向上している。

20 万人
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商品の付加価値を向上させるための4つの戦術。

お客様ロイヤルティの向上 - 商品付加価値の向上

Ḧᴻ᷆Ḏᶸḻ᷅ ᶊᶧᶩᵩ ḓᴻḂᶱ ᶊ №ᵶᴲ

ᶊ ☿ᴳᶝᵾᴲ ᶣ ᶱ≥ ᵶᵾ ᶆᴲ ᶉᶪ

לּנּ ᶱⱳ ᴳ

お客様の「あったらいいな」に

応える商品開発

ᶆ ᵶᶅᵣᶪ ᶊᶃᵣᶅᶎᴲ ᶍ ᵶ ᶊᶧ

ᶪᵩᵣᵶᵴᶱᶍ ᶇ᷈ḁḐḈᶻḻᶍ ᶱ ᵶᴲḲḓḭᴻ

ᶷḳᶱ ᴳ

「さらにおいしく」を追求した

定番商品のリニューアル

᷃ḝḐ ᶍ ᶝᶩᶊ ᶮᵺᵾ ḱᶹḻḒḋḟᶣ᷊ᴻḛḁᶱ ᴳטּ

ᶩ ᶎᶡᶀᶬᶲᴲ ᵣ ᶊᶡᴲ ᶗᶍᵲᵿᶮᶩᶣ ᶩ ᶍ ᵣ

ᵫ ᶮᶪ ᶱ ᴳ

「大切な人にいいものを贈りたい」

ギフトの強化

ḱḤᶱ ᵶᵾ ᵶᵣ ᷀Ḏ᷉Ḳᶍ ᶱ ᴳ

ᶉᶪ ᶱ ᶠᶅᴲ ᶍ ᶱטּ ᶪᴳ

「さらに便利」を追求した

新しい商品カテゴリ3

1 2

4
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お客様ロイヤルティの向上 -  お客様満足度の向上

お客様の感動体験を追求するために、様々なアプローチでお客様満足度の向上を目指す。

■ 店舗接客力の向上

ᶍ ᶇ ᶱ ᶩ ᵶᴲ ᶍ ᶱ ᵸᴳ

■ 試飲試食の強化

╦ ᶱ ᵷᶅᴲ ᶩ ᶣḘᶹḬᴻᶍ ᵣᶣᵲᵿᶮᶩᶱ

ᵩ ᶊ ᵶᶅᵣᵾᵿᵮᴳ

■ 売り場改善

ᵩ ᶍḓᴻḂᶊᶧᶪ ᶩ ᶱ ᴳ

ḴḀ ᶀḁḐḴḁ ᶍᵾᶠᶍḃḳḝḴḀᶎᴲ2026 7

ᶝᶆᶊ ☺ ᶆᶍ ᶱ ᵸᴳ

〔 接客力の向上のPDCA サイクル 〕

CɯS ֩ ֪

ᵚ ḉᶼḋ᷄

ᵚ

ᵚ ֩ ֪

EɯS ֩ ֪ 

ᵚ ᶍ
ᶇ ᶍ ∏

ᵚ ᵾᶉ ᶇ
ᶍ ∏

A P

DC
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ブランド 出店立地 運営

ᵊ ᵋ

ᶣ ᶊ ᵣ ᶍ

ᴲ ᵫ ᴳ

【小規模立地】

♯ḛḳᴲ זּ ᶍ ᵫ

ᴳ ᶍ ᶇᴲ ᶍ

ᵣ ♬Ḫḏḳᶍ ᴳ

FC

ᶍᶷᶻḐḴḋḐḪᴻḳᵫ ☺

ᵲᶫᶝᶆᶍ ᶊּנᵧᶅᴲ ᶆᶍ ᶱ ᴳטּ

■ 新規出店立地

お客様ロイヤルティの向上 - 出店戦略の強化

「サンクゼール」、「久世福商店」合わせて、毎月10店舗程度を新規出店。標準立地での出店のほか、小規模立地での出店余地拡大と高収益モデルの確立を推進。

47 50 41
64 70 69

50 53 51 52 52 58

27
38 67

74 77 83
90 94 107 119 123 125

0

50

100
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200

15/5 16/5 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3

ֺăּׅ

22/3 22/3 24/3 25/3 26/3

( )

☺

FC

40
56
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100
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34
32

31

38
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22
16 15

16
16 12

12
1

0

50

100

150

200

15/5 16/5 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3

ֺăּׅ

22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

( )

᷊ḻ᷄Ḅᴻḳ

MeKEL

֩ ∞ֹ ֪

■ 店舗数

☺ ֩ᶿᴻḒᴻḝḱḻḉḫᶹḂ ֩ă֪׃ ᶱ ᶟ֪ ᶒḝḱḻḉḫᶹḂḉᶼᴻḻ֩ă֪ׄ ᶊᶅ ᴳ

֩ ∞ֹ ֪

 運営形態別

ă֪֩׃ ◖☺ ᶍᶞᶱ ᶊ≠ ᵸᶪ ă֪֩ׄ FCּנ ᶇ ᵸᶪḙᴻḐḒᴻ᷿ḋḟ ᶊ ᶄᵬᴲ ◖☺ᶊ ᶮᶪ ᶅᶍ ᶱּנ ᶍ ᶊᶧᶩ◖☺ᵸᶪ

ăׅ֪֩ ᶣ ᶉᶈᴲ ᷈ḵḒᶻᶹḁ ᶍ ᶍ☼ ᶆ ᵬᵮ ᵶᵾ ᶱ ᶊᴲ21/3 ᶊᵩᵣᶅ ᶱ

 ブランド別

ù 25/3 ᶎ 11 ֩ ☺

FƎC9 ֪ᶍᶇᵲᶬFƎC8 ᶱ ᴳ

│3 ᶍ ╣ᶎ

2H ᶎ24/3 ᶊ ᵶᶆ

1H ᶎMeKEL1 ᶍ ᶊ 2v

ᶍ

ᶊᶧᶪᴳ

ù 25/3 ᶎ 11 ֩

10 MƎeKEL1 ֪ᶍᶇᵲᶬᴲ

8 ᶱ ᴳ

│ ╣ᶎ

ᴴ ᶎ24/3 ᶊ ᵶᶆ2

MHeKEL ᶎ1 ᶊ 2v ᶍ

ᶊᶧᶪᴳ
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お客様ロイヤルティの向上- オムニチャネルの最大化

複数のチャネルの特徴を活かしながら、お客様とのタッチポイントを増やし、新規顧客の獲得を目指す。

店舗チャネル

ᶊ ᶱ ᵸᶪ ᶞᶱ ᵪᵶᴲᵩ ᶍ
ḓᴻḂᶊⱲᶂᵾ ᶆ לּ ᶍ

ECチャネル

ᵣ ᶠᶣᵸᵴᴲ ᶩᶣᵸᵴᶱ ᵶᴲ
ḏḀḇḳḓᴻḂᶊ ᵸᶪ ꞌᶱ טּ

ホールセールチャネル

ᶍ ᶍ ᶊ ᶇᶍ
ḇḋḉḥᶹḻḐᵫᶉᵣᵩ ᶇᶍ טּ

お客様

店舗

EC

ホール
セール

各チャネルを横断した

プロモーション施策でお客様の

利便性や便益の向上を図り、

チャネル間のお客様の誘客に繋げる
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製造工場の強化及び生産状況の見える化

自社製造工場の増強や他の食品工場の買収による、生産・供給能力の拡大。

生産管理プラットフォームシステムによる協力工場を含めた生産状況を見える化し、十分な供給量と適正在庫を確保。

自社工場

協力工場A

協力工場B

協力工場Z

生産管理

プラットフォーム

システム

生産管理
部門

販売部門

製造報告・在庫報告

製造報告・在庫報告

製造報告・在庫報告

製造報告・在庫報告

ù ᵫ ᵶᵾᴲ ᶇ

ᶍ ᶱ ᴴ ᵧᶪּט

ᵸᶪᵾᶠᶍ᷿ḁḎḨᴳ

製造計画 販売計画ù ᶍ ᶊᶧᶪטּ ᶍ טּ

ᶇ ᶍ ᴴ ᶱ ᵬ ᶮᵺᶪᵲ

ᶇᶆ ᶍ☼ ᶱ ᵶᴲ ᶉ

ᶍ ᶇ ᶍ┐ ᶱ ᶱ

ᵶᶉᵫᶨ ᴳ

当社

自社製造商品の供給量

拡大を目的とした設備拡張

自社製造商品の供給量拡大、
自社製造ラインナップ拡大を
目的とした、食品工場の買収
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複数のM&A による食のSPAモデルの強化

従来よりもM&A ターゲットを拡充し、食のSPA機能を強化。

● 食のSPA強化のため、開発機能、製造機能、販売機能の観点で、親和性の高い企業を買収

● 買収を行うと、食のSPAモデルの各機能が更に強化され、より強固な競争優位性を構築可能

フィードバック フィードバック

開発 製造 販売 お客様

● 特に販売機能においては、サンクゼール、久世福商店の次の柱となりえる食品ブランドの買収を実施

お客様の声
フィードバック
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グローバル事業│中長期的に目指す姿

中長期的に目指す姿

米国において、プレミアム日本食ブランドとして独自のポジションを確立し、十分に認知されている。

その他地域（台湾・韓国・オーストラリア・中国・その他）においてプレミアム日本食ブランドとして独自の

ポジションを確立し、十分に認知されている。

❶

❸

❷

M&A により複数のブランドを傘下に持ち、ブランドポートフォリオが構築されている。

中長期的に目指す姿 具体的に取り組む分野

❶ 米国市場規模の拡大

ù ḏᶸḁḐḲḛḭᴻḇᴻᴴḞḵᴻ᷀ᴻḕḋḐḷᴻ᷄ᶱ ᵶᵾ

ù ᶗᶍ

ù ᶍּל טּ

֩ ֪ ᶍᵆ ᶍ ᵇᶇᵶᶅ ᵸᶪ ᵆḧḑḳ ḗᶹᶽḻḑḁᴻḙᴻᶗᶍ ֩Kuze Fuku Pro ֪ᵇᶊ

ᶃᵣᶅᶎᴲ ᵶᶅ ᵶᶃᶃ ∞ᶱּזᵱᶅ ꞌ֩ ᶆ ᶊ ֪ᴳ ᶱ ᶩᵥKuze Fuku Pro ᶍ

ᶆ ᶫ ᶱ ᶠᴲ ᶎ ᶫ ᶊḝᶾᴻ᷀ḁᵶᴲḞḵᴻ᷀ᴻ ᶱ ᵶᵾ ╥ᶊ᷿ḝḐᴳ

❷ アジア市場規模の拡大
ù ᶷḀᶷᴴᵼᶍ ᶽḲᶷᶗᶍ

ù ᶷḀᶷ ╓ᶆᶍ ᶒ ᶍ

❸ M&A 実行によるブランドポートフォリオの強化 ù M&A ᶊᶧᶪḞḱḻḑḥᴻḐḝᶾḲᶿᶍ טּ
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米国市場規模の拡大 –ディストリビューター・ブローカーネットワークを利用した販売拡大

米国特有の食品販売仲介者であるディストリビューター（問屋）やブローカー(※1)を活用し、全米への販路拡大を加速。

ᴲ ╥ᵫḩᶹḻᵿᶂᵾ ᶎᴲḏᶸ

ḁḐḲḛḭᴻḇᴻᶣḞḵᴻ᷀ᴻᶱ ᵸᶪᵲᶇᶆᴲ

ᶽḲᶷᶍ ᶩḉᶼᴻḻᶗᶍ ᶱּנ ᴳ

■ 小売りチェーンへの参入 ■ 「KUZE  FUKU  ＆ SONS 」配荷店舗数の拡大

2027 ᶝᶆᶍ ᶎ5000 ᴳ ᶍ ᶍ ᶃᶆᵡᶂᵾᴲ ᶱ ᶩ⅛Kvuze Fuku Pro ᶎ

∞ᶱּזᵱᴲ ᶎ ᶫ ᶊḝᶾᴻ᷀ḁᵶᴲḞḵᴻ᷀ᴻ ᶱ ᵶᵾ ╥ᶊ᷿ḝḐᴳ

 KUZE  FUKU  ＆ SONS  配荷店舗数推移

300
500

2000

5000

0

2000

4000

6000

2022 2023 2024 2027

 現在の営業スタイル

֩ ∞ֹ ֪

2027 年度 目標店舗数

5000 店舗

当社

全米大手小売りチェーン

ブローカー

ディストリ
ビューター

ă֪֩׃ ᶍ ᶆᴲ᷊ḟḱᶹḬᴻᶍ ᶆ ֩ ᶣḝᴻḑ᷊ᴻḛḁ֪ᶊ☺ ᶱ ᵥ ḃᴻḳḁ
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米国市場規模の拡大 –業務用市場への参入

巨大な米国フードサービス市場への参入を加速させるため、複数ブランドの業務用商品の開発・製造を推進。

489 517 544
576

619
675

718
768

816 845

760

914

1,052

1,199

0

200

400
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800

1,000

1,200

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

ᶆᶍ ᶍSPAḪḏḳᶱ ᵶᴲ ᶍ ḓᴻḂᶊ ᵸᶪ ᶱ ᴴ ᴳ

■ 業務用ラインナップの拡充 ■ 米国外食市場

᷈ḵḒ︡ᶆ╗ ᶊ ᵶᶅᵣᶪᶡᶍᶍᴲ ᶍḝᴻḑ᷊ᴻḛḁ ᶎ ᶇ ᶘᶅᶡ ᴲ

ᵪᶃ ᶱ ᵰᶪ ᴳ

 家庭による外食支出

Portlandia Foods ᵫ ᶪᶿᴻ᷁ḓḋ᷄᷆ḉḫḋḟᶎᴲ

לּנּ ᶇᵶᶅ ᶆᶡ ᵫ ᵣᴳ

Portlandia Foods

᷆ḉḫḋḟ

KUZE FUKU & SONS

ᶥᵹ᷀᷄Ḏḳ᷿ḵḋḟ

 ᶉ ╥ ֹ לּנּ Ḙᴻ᷁ᴻḉᶼᴻḻ  ᶉ ╥ ֹḘᴻᶣḴḁḐḱḻ

ᶍ ᶊ ᶩ ᵣᴲ ᶆ ᴴ ᶱ ᵥ

ᵲᶇᶆ ᵾᶉּל ᶱ ᴳ

֩ ∞ֹ +USḑḳ֪

ᵊ UɛSDA EƎconomic Research Service
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30 エーカー（約121 千㎡：東京ドーム2.6 個分）の工場エリアを活用し、固定資産価値の最大化を図る。

米国市場規模の拡大 –米国工場の価値最大化

St.Cousair Inc.  の全敷地

現在使用しているエリア

 ṵְׇׂׄׄכᴚᴦᴒᴩᴧMƎaxar Technologies MƎetro,Portland Oregon Ǝסᴣᴣᴗᴠᴕְתᴑᴤְṵְׇׂׄׄסᴣᴣᴗᴠᴕ
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アジア市場規模の拡大

現在急成長中の米国・台湾に加えて、韓国・カナダ・オーストラリア等へも販路が拡大。今後は欧州エリアへの販売網拡大のほか、アジア地域での販売及び製造拠点の確立を推進。

2025 年3月期売上高

1,343 百万円

（前期比155.8% ）

米国

2025 年3月期売上高

75 百万円
（前期比464.8% ）

韓国

2025 年3月期売上高

0.8 百万円

（前期比46.2% ）

香港
2025 年3月期売上高

14 百万円
（前期比123.5% ）

オーストラリア

2025 年3月期売上高

609 百万円

（前期比126.0% ）

台湾 2025 年3月期売上高

14 百万円
（前期比178.8% ）

カナダ

欧州エリアへの

販売網の拡大

アジア地域での販売及び

製造拠点の確立
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M＆Aターゲット
エリア

 T  ᵁ

Mainstream

 T  ᵁ

Ethnic

 T
 ᵁ

M
a

in
st

re
a

m

 T
 ᵁ

E
th

n
icHybrid

M&A 実行によるブランドポートフォリオの強化

ブランドポートフォリオの多様性と米国全体の販売網を拡大。

■ ブランド買収により想定されるシナジー ■ ブランドポジショニングとM&A ターゲット

ù ᵫ ᶃ ᴲ ᶍ

ù Ḟḱḻḑᶇ ᵫ ᶃ ᶆᶍ᷄ḵḁḃḲḻ᷅

ù ᶍ ᶆᶍ ᶊᶧᶩ ᴲטּ
ᵼᶫᶊ ᵥ᷈ḁḐḈᶻḻ

■ 目標値となる配荷店舗数

ᶍ ᶱ ᶃלᴣᴢᴢᴚᴕᴽᴧְץᴑᴡᶍ

ᶒ ḕḋḐḷᴻ᷄ᶱḡᴻḁᶊᴲᵼᶍשׁ

ᶍ Ḟḱḻḑᶍ ᶱ ᶣᵶᴲ ᶍ

ḗᶹᶽḻḑᴴḧḑḳᶽḻḑᶍ ᶗᶍ ᶱ

ᶠᶪᴳ

約12,000 店舗

全米のハイエンド・ミドルエンドの

小売店舗数

Mainstream ᵪᶨHybrid ᶍ ∫ᶆ ᶱḲḁḐᶷḋḟᴳ לּ ᶍḞḱḻḑᵫ ᴳ
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全社│中長期的に目指す姿 -  クリエイティブ・グルメカンパニーの構築

お客様の

フィードバックを

直接取得

お客様の

フィードバックを

直接取得

お客様

多数のブランド群

サンクゼールSPAモデル
顧客ニーズに寄り添う厳選された商品を、お客様へ提供

M&A を含め多数のグローバルブランドを傘下に持つ、食の総合グループを形成。

● 多数のブランドを抱えて、それぞれのブランドがそれぞれの顧客に対して自律的に価値提供を行う。

● 国内外の多数の生産者との強力なネットワークを活かし、各ブランドでお客様から得たフィードバックを素に、オリジナリティの高い商品を開発・製造・供給できる。

● サンクゼールが営む食のSPAの活動を通して、各地域の活性化を促すとともに、持続可能な社会、地球環境を作っていく。
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ESGの取組み

中長期的に目指す姿
当社グループの存在意義に基づき、事業戦略の中にサステナビリティ戦略が自然に組み込まれ、

「社会の持続可能性」と「企業の持続的な成長」を同じ目線で追求されている。

注力する分野 詳細 関連するSDGs

気候変動対策

ù 2030 ᶝᶆᶊScope1+2 ᶍ50% ᶱ ᴳ

ù Scope3 ᶱ ᶉ ᶱᶡᶂᶅ סּ ᶉ ᶍ ᴳ

ù TCFD ᶊ ᵶᵾ ᶍ ᴳ

人的資本
ù ᶍ ᴳ

ù 2֩030 ᶝᶆᶊ 30% ᶱ ֪ᴳ

森林保護

ù ḃḻḇᴻ֩ ֪ ᶍ ᷊֩ḻ᷄Ḅᴻḳᶍ ֪ᶱ ᴲ

    ᵸᶪḟḵḀᶼ᷄Ḑᶍ ᴳ

ù SNS᷊ᴻḛḁᶱ ᵷᵾḟḵḀᶼ᷄Ḑ ᶍ ᶇטּ ᴳ

食品ロス対策 ù 2030 ᶊ2021 ᶆ50% ᴳ

格差のない平等な社会の実現
ù ḇḻ᷾ḓᶷᶍ ᶈᶡᵾᶀᶍ ᴲ ╔ᶍ ⱱᴳ

ù ᷊ḻ᷄Ḅᴻḳ ᶱ ᴳ
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ESG│環境

■ Scope3 への取組み

２０３０年のScope1+2 の50% 削減（2021 年度比）とScope3 の測定及び削減計画の策定。

温室効果ガス排出量の測定と精度向上

■ Scope1+2 への取組み

Scope ᵫ ᶉ ᶆ סּ ᶇᶉᶪᶧᵥᶉ ᶍ ᶇᴲḣḋḐḁḥḋḐᶍ ᶒ ᶍ ᶱ ᴳ2030 ᶝᶆᶊ 2Ǝ021 ᶆ ðᶍ ᶱ ᵱᶪᴳ

 当社のScope3 に対する考え方 Scope1+2 によるGHG排出量の推移と数値目標

1781

1130
1212 1153

890

0

500

1000

1500

2000

2021 2022 2023 2024 2030

֩ ∞ֹḐḻ֪

2021 年度比

50% まで削減

ḧḱᶹḂᶍ
CO2 ḝḲᴻ

Gᴂreen ᶆᶲᵬᵇᶍ

仕入

物流

商品仕入

原材料仕入

資本財の購入

販売

物流

直営店での販売

FCでの販売

ECでの販売

ホールセール
販売

当社以外の
小売店

お客様による
使用

使用後の廃棄

カテゴリー1

カテゴリー1

カテゴリー2

カテゴリー4 カテゴリー4.9 カテゴリー11

カテゴリー12カテゴリー5

カテゴリー14

カテゴリー6.7

従業員の出張

従業員の通勤

当社

商品仕入

工場での廃棄
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ESG│社会

パートナー（※1）一人ひとりが、中長期的に成長・自己実現を果たしながら企業価値の向上に貢献できるよう、会社全体のサポート体制を充実化。

人的資本の充実化

ă֪֩׃ ᶎ ╢ᶱᵆḙᴻḐḒᴻᵇᶇ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ

■ 女性活躍推進

2030 年までに 30 %以上

ᶉ ᵬ ֩ḲḪᴻḐḷᴻ᷄ᴲ ᴲ ╓ ֪ᶍ ᴲ

ᶍ ⱱᴴ ᶊᶧᶩᴲ ᶍ ᶱ ᵸᴳ

前期比 5 %アップ

ḡᴻḁᶷḋḟᴲ ᴲ ᶍ ᶍ

ᶊᶧᶩᴲ ╢ ᶍ ᶱ ᵸᴳ

● 2025 年３月期の女性管理職比率は23.3% （前期から1.9pt 増加）● 2025 年３月期の平均年収は、前期比△1.3%

数値目標 数値目標

■ 平均年収の向上

ᶊꞌᵷᶅ4.4% 5.8% ᶍḡᴻḁᶷḋḟᶱ ᵶᵾᶡᶍᶍᴲ

ᶍ ֩ ᶍ ᶊ ᵧᶪ☼ ᶎÿ2. %֪

ᶒ ᶍ ᵬ ᶍ ᶊᶧᶪ☼ ᶆᴲḐᴻḇḳᶍ

ᶎ ᶱּז ᶪᴳ

ᶉ ᵬ ᶣ תּ ᶍ ᴲᵴᶨᶊ ᶣ ᶍḝᶾḵᴻᶷḋḟ ᶱ ᴳ

╢ᶍ ᶉ᷂ḫḲᶷᶷḋḟ ⱱᶇᴲ ᶉ ᶗᶍ ᶱ ᶩᴲ ᶡ

ᶍ ᶱ ᵸᴳ
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ESG│環境

ᶱ ᵸᶪᵾᶠᶊᶎᴲ ᶉ ᵫ ᴳ

ᶉ ᶣ ᶱ ᵥᵲᶇᶆᴲᵆ᷊ḻ᷄Ḅᴻḳᶍ ᵇᶇᶍ סּ ᶉ ᶱ ᶪᴳ

■ 森林保全活動 ■ 生物多様性の保全活動

ᵆ ᶍ ᶞ ᶊᶧᶂᶅ ᶍ ᵫ ᶨᶫᶅᵣᶪ ╓ᵇᶇᵶᶅᴲ5 ᶍ

ᵆ ᷊ᶹḐᵇᶊ ᴳ ᵆ30 ᵇ֩ă֪׃ ᶍ ᶊ ᵰᶅᴲ ᶍ ᶱ ᴳ

森林保護プロジェクト

þ ᶣ ᶍ ᶱ ᵸᵾᶠᶍ þ ᶱ ᵸᶪᵲᶇᶱ ᶇᵶᵾḕᶹḉḫᴻᶻᶾḋḉḻ᷅ᶍ

ă֪֩׃ 2030 ᶝᶆᶊ ╓ ᶒ ╓ᶍ ᶉᵮᶇᶡ ðᶱ ᴴ ᵸᶪᵲᶇᶱ ᵸ ᶉ

信州大学教育学部生態学研究所協力のもと、当社信濃町センターを囲む「サンクゼールの森」の植生調査及び森林整備を実施。
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ESG│環境

事業活動で発生する食品ロスの削減と、食品廃棄物の再利用に取り組む。

食品ロス削減の取組み

þ ּק ᶍ ᶣᵾᵣ ᶇᵶᶅ ᵴᶫᶪ

116

87

61
51

58

0

20

40

60

80

100

120

2021 2022 2023 2024 2030

֩ ∞ֹḐḻ֪

■ 食品ロス削減目標

 食品廃棄物量の推移と数値目標

2030 ᶝᶆᶊᴲ ᴴ ᵪᶨ ᵸᶪ

ᶱ 2Ǝ021 ᶍ ðᶇᵸᶪ ᶱ ᴳ

2021 年度比

50% まで削減

■ 食品廃棄の削減

ᶣ ᵪᶨ ᵸᶪ ᶍ

ᶱ ᶇᵶᵾ ᶍ ᴳ

þ ּט ᶍ ᶊ ᵴᶫᶪᵆḷᶹḻ ᶕᶈᵥᵇᶍ

■ 食品廃棄物の活用

ᶣᶟᶱ ᵹ ᵶᶅᵶᶝᵥ ᴳ

ᶎ ᵸᶪᵶᵪᶉᵣᶧᵥᶉᶡᶍᶡ ᵫ ᶆᵬᶪᶧᵥᶊ ᶱ ᵶᴲ ᶗᴳ
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ESG│社会

■ 子ども食堂等への商品寄贈 ■ タンザニア支援

ḇḻ᷾ḓᶷᶍ ╪ ⱱᶍᵾᶠᴲ ᶆᶍ ᶍᶚᵪ

ḀḫḨᶍ ᶍ╗ ᶱ ᴳ

■ 「サンクゼール財団」との協業

ᵆ╗ ᷊ḻ᷄Ḅᴻḳ ᵇᶇ ᵶᴲ ᶗᶍ

ᴴ ⱱ ⱱᶱ ᶟ ⱱ ᶍ ᶱ ᴳ

þ ᶈᶡ ᶊ קᵶᵾּנּ ᶗᶍᵩ ᶍ · þ ⱱ ᶊᶧᶩ ᵴᶫᵾḇḻ᷾ḓᶷᶍ ╔ þ ᶆᶎᴲ ᶣ ⱱ ⱱ ᶱ

ᶍ╗ ᶎᴲ ᶈᶡ ᶍ ⱱ ᶍᶚᵪᴲ

ⱱ ᶣḣᴻḨḴḁᶍ ⱱ ᶊ ᴳ

子ども食堂等への食品寄贈やタンザニアへの支援活動のほか、一般財団法人「サンクゼール財団」と共同した様々な支援活動に取り組む。

格差のない平等な社会の実現
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財務数値

連
結
財
務
諸
表

決算年月 2021 年3月 2022 年3月 2023 年3月 2024 年3月 2025 年３月

֩ ⱦ֪ 10,859,522 14,165,059 17,865,650 19,162,919 19,467,260

֩ð֪ - 30.4 26.1 7.3 1.6

☺ ♬֩ ⱦ֪ 419,491 1,316,454 1,599,789 1,289,191 835,995

☺ ♬ ֩ð֪ 3.9 9.3 9.0 6.7 4.3

♬֩ ⱦ֪ 578,177 1,322,512 1,620,612 1,401,636 845,069

ᶊ ᵸᶪ ♬֩ ⱦ֪ 268,579 939,053 1,058,878 818,088 350,434

֩ ⱦ֪ 353,782 1,355,782 4,226,011 4,742,077 4,961,173

֩ ⱦ֪ 5,448,424 6,161,452 9,174,438 9,422,534 9,245,329

1 ᵡᵾᶩ ֩ⱦ֪ 46.03 177.12 465.73 513.42 535.15

1 ᵡᵾᶩ ♬ ֩ⱦ֪ 35.54 122.91 132.70 89.42 37.93

1 ᵡᵾᶩ ♬ - - 124.50 87.26 37.38

☺ ᶊᶧᶪ᷂ḫḋ᷿ḭᴴḝḵᴻ֩ ⱦ֪ 1,051,816 983,799 1,055,311 681,924 247.438

ᶊᶧᶪ᷂ḫḋ᷿ḭᴴḝḵᴻ֩ ⱦ֪ 6,285 ÿ510,801 ÿ243,430 ÿ778,154 ÿ756,022

ᶊᶧᶪ᷂ḫḋ᷿ḭᴴḝḵᴻ֩ ⱦ֪ ÿ596,273 ÿ596,273 ÿ640,617 ÿ1,235,225 ÿ244,162

個
別
財
務
諸
表

決算年月 2020 年3月 2021 年3月 2022 年3月 2023 年3月 2024 年3月 2025 年３月

֩ ⱦ֪ 11,042,188 10,529,961 14,014,531 17,421,913 18,362,503 18,232,616

֩ð֪ 3.4 - 4.6 33.1 24.2 5.5 - 0.7

☺ ♬֩ ⱦ֪ 78,296 497,801 1,252,742 1,604,743 1,572,430 969,157

♬֩ ⱦ֪ 2,117 192,932 876,026 1,045,048 983,442 479,715
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既存店 売上高・客数・客単価昨対比
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לּ

ă֪֩׃ ᷅ḳᴻḟᶎᴲ 18᷀ ∙ ᵶᵾ ᶱᵆ ᵇᶇᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ ă֪֩ׄ ᶆ 18᷀ ∙ ᵶᶅᵣᶪ ᶱ ᶊ ᴴ ᴴ ᶍלּ ᶱ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ

既存店 売上高・客数・客単価 昨対比 推移（※1.2）
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既存店KPI
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既存店：1店舗当たり平均月商（※1）既存店：売上高昨対比（月次）（※1）

ă֪֩׃ ᶍ☼ ᶱ ᵮᵾᶠᴲ 18᷀ ∙ ᵶᶅᵣᶪ ᶱ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ

֩ ∞ֹð֪ ֩ ∞ֹ+ⱦ֪
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当社ギフト商品売上高の推移（当社POSデータ）（※1.2）EC客数及び年成長率

֩ ∞ֹ Ḯᴻ᷾ᴻ֪ ֩ ∞ֹð֪ ֩ ∞ֹ+ⱦ֪ ֩ ∞ֹð֪

ă֪֩׃ ᶎ ᶆ ᶱ ᶲᶆ᷃ḝḐ ᵸᶪ ᶍ ᶎ ᶲᶆᵩᶩᶝᵺᶲᴳ

ă֪֩ׄ ᶒECᶍPOSḴḀ
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販売チャネル別実績（店舗・EC）

四半期売上高（EC）四半期売上高（店舗）
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17.6 

15.5 

15.4 

12.3 

17.8 
16.7 

18.6 

14.4 

19.4 
17.7 

17.7 16.7 

22.2 

16.4 

30.3 

26.3 

36.5 

34.4 34.5 

28.7 

36.8 

34.4 

32.3 
31.1 

39.8 

31.9 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

23/3

1Q 2Q 3Q 4Q
24/3

1Q 2Q 3Q 4Q
25/3

1Q 2Q 3Q 4Q

☺ FC

֩ ∞ֹ+ⱦ֪

2.5
2.4

3.3

2.6

2.9

2.3

3.1

2.6

3

2.7

3.7

2.7

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

23/3

1Q 2Q 3Q 4Q
24/3

1Q 2Q 3Q 4Q
25/3

1Q 2Q 3Q 4Q

֩ ∞ֹ+ⱦ֪
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販売チャネル別実績（ホールセール・グローバル）

四半期売上高（グローバル）四半期売上高（ホールセール）

1.5

3

2.3 2.2

1.8

3

3.9

5

4.2

6.3

3.8

6.1

0

1

2

3

4

5

6

7

23/3

1Q 2Q 3Q 4Q
24/3

1Q 2Q 3Q 4Q
25/3

1Q 2Q 3Q 4Q

֩ ∞ֹ+ⱦ֪
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8.2

7.4
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8.9

6.3 6.2
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6.9

7.3
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上場時調達金の使途

上場時の新規発行による手取金は、２０２５年3月末時点で以下の使途に充当。2025 年３月期をもって、上場時の新規発行による手取金の充当は完了。

使途

充当予定時期（変更前）

23/3 24/3 25/3

☺ ᶍ

☺ ᶍ ᴴ 54

ᶍ ᴴ ᴴ

ᶍ

☺ ᶍ

☺ ᶍ ◖

╢ 156

Ḧᴻ᷆Ḏᶸḻ᷅
Ḟḱḻḏᶸḻ᷅ ᶒḦᴻ᷆Ḏᶸḻ᷅ ᶊ ᵸᶪ

ḣᴻḳḃᴻḳḉḫḕḳᶍ

ᶍ ᶒ ᶍ

ᶍ

ᶍ

ᶍ

1,064
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主なリスク及び対応策

リスク項目
顕在化する
可能性の程度

顕在化する場合に
おける想定時期

認識するリスク リスク対応策

サステナビリティに
関するリスク

᷅ḳᴻḟᵫ☺ᶟ ᶍSPAᶎ᷊ḟḱᶹḉᶼᴻḻᵫ ᶊ ᶒᴲ
ᶍ ᶣ ᶱ ᶩ ᵮ טּ ᶊᶧᶩᴲ∙ּזᶍḲḁ᷄

ᵫ ᵴᶫᶪᴳ
ᴴ ᶍ ᶊᶧᶪ ᶣ ᶍ ᵫ ᶊᶉᶪּס
ᴴ ᶍ ᵴᵣ ᶱ ᶟᶧᵥᶊᶉᶪ ᶍᵩ ᶍ טּ
ᴴ ᶊ ᵥ ḵḁ ᶊᶧᶩᴲ ᶍ ᶣᵩנּ ᶍ
Ḟḱḻḑᶊ ᵸᶪᶹḩᴻḀℓּטᶍּס

᷊ḁḎḒḛḲḎᶸᶊ ᵸᶪ ᶱ ᵶᴲ ᶊ ᵸ
ᶪ ᶞᶱ ᴳ

食の安全に関するリスク

᷅ḳᴻḟᶍᶚᵪᴲ ᶍ ᶣ Ḟḱḻḑᶍ ≠
ᶊᵩᵣᶅᴲ ᶉ ᶱ ᶠ ᶍ ᶱ ᵴᵺᶪזּ ᵫ
ᵸᶪּס ᵫᵡᶩᴲ ᶍ ᶍ ᶣḞḱḻḑᶹḩᴻḀ
ᶊᶧᶪזּ ᶍ ᶊᶧᶩᴲ ᷅ḳᴻḟᶍ ᶒ
ᶊℓ☼ ᶱ ᵧᶪּס ᵫᵡᶪᴳ

ᴴ ḦḕḀḩḻḐ᷿ḁḎḨᶊᶧᶪ ᶍ↨ ᶇ ᶍ ᴳ
ᴴ ᶍ ᶊᶧᶪ ᶍ ᶣ ᶍ
ᴳ
ᴴ ᶊ ᵸᶪ ᶉ ᵫ ᵶᵾ ᶎᴲ ᴲ ☺
ᶎḲḁ᷄ò᷈ḻḟḱᶹᶷḻḁḦḕḀḩḻḐ≠╢ ᶆᶍ ᶍḲ
ḁ᷄ḦḕḀḩḻḐ ᴳטּ

法的規制に関するリスク

᷅ḳᴻḟᶎ ᶊᵡᵾᶩᴲ ♥ ᴲ ᴲ
ᴲ ↨ ᴲ ᶍ ᶍ ᶱ ᵰᶅ

ᵩᶩᴲᵲᶫᶨ ᶊ┴ ᵸᶪ ᵫ ᵶᵾ ᶎᴲ ᶍ
ᴲ ᶒᶊ ᶍ ᶱ ᵬᴲ ᶒ
ᶊℓ☼ ᶱ ᵧᶪּס ᵫᵡᶪᴳᶝᵾᴲ ᶍᶷḴḳ᷇ḻ
ᶊᶃᵣᶅ ᶫ ᵫ ᵶᵾ ᶎᴲ ᵫ ᵷᶪּס
ᵫᵡᶪᴳ

ᴴ ᶍ ᶊ ᵾᶩᴲ ᶆᵡᶪ ᵫ
ᶇ ᵶᶅ ᶊ ꞌᵶᴲ ᶍ ᶱ

ᴳ
ᴴ ᶣᵼᶍ ᶍ ᶇᴲ ᶒ
ᶇᶍ ᷈ḧḭḓ᷆ᴻ᷿ḯḻᶣᴲ ᶍ ᶊᶧᶪ
ᶍ ᴳ

知的財産権に関するリスク

᷅ḳᴻḟᵫ ᵸᶪ Ḟḱḻḑᶍ ᶊᶃᵣᶅᴲ ᶍḏ᷾ᶹ
ḻᶱ ᶠ ᶍ ᶱ ᵶᶅᵣᶪᶇ ᵴᶫᵾ ᶎᴲ

ᶣḞḱḻḑᶹḩᴻḀᶍ זּ ᶊᶧᶩ ᶒ ᶊ
ℓ☼ ᶱ ᵧᶪּס ᵫᵡᶅ ᴳɕ ᵾᴲ ᶊᶧᶂᶅ ᷅ḳᴻḟ
ᶍḞḱḻḑḵ᷉ᶣḏ᷾ᶹḻᶱ ᵶᵾ ᵫ ᶊ ᶩᴲ ᷅
ḳᴻḟᶍ ᵫ ᶊ ᵶᶉᵣ ᶎᴲ ᶒ

ᶊℓ☼ ᶱ ᵧᶪּס ᵫᵡᶅ ᴳ

ᴴ ᶣᵼᶍ ᵫ ᶇ ᷈ḧḭḓ᷆ᴻ
᷿ḯḻᶱ ᶩᴲ ᶍ ᶱ ᶪᴳ
ᴴ ᷅ḳᴻḟᶍḞḱḻḑḵ᷉ᶣḏ᷾ᶹḻᶱ ᵶᵾ ᵫ ᵴ
ᶫᵾ ᶎᴲ ᶣᵼᶍ ᶍ ᵫ ᶇᶇ
ᶡᶊ ᶇ ᶍ ᴲ ᶉ ᶱ ᵷᶪᴳ
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本資料の取り扱いについて

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通しに関する記述は、本資料の日付時点の情報に基

づいて作成されています。これらの記述は、将来の結果が業績を保証するものではありません。このような将来予想に関する記述に

は、既知及び未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将来の実際の結果や業績は、将来予想に関する記述によって明示

的又は黙示的に示された将来の結果や業績の予想とは大きく異なる可能性があります。

これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内及び国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開す

る業界の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。

また、当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいております。

本資料は、情報提供のみを目的としており、日本、米国、その他の地域における有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたも

のではありません。

なお、本資料は、今後、毎事業年度末日後3ヶ月以内にアップデートする予定です。次回は2026 年3月の通期決算発表後である

2026 年6月頃を予定しております。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62

